
開かれた里山

中部森林管理局・長野県林務部の取組

・長野県木材協同組合連合会「青壮年部会」の創設
・人事異動

・林業士リレーコラム

トピックス

県森連だより
コ ラ ム

No.

2024.５.10

393

松川町およりての森
【松川町】

特定非営利活動法人やまぼうし自然学校
【上田市】

ふたえ里山整備協議会
【大町市】

　湯田中地区里山整備利用推進協議会
【山ノ内町】

～取組事例集に掲載した「開かれた里山」の事例～
　長野県ふるさとの森林づくり条例に基づき認定された里山整備利用地域のうち16地域に
おいて、多くの県民や県外から長野県を訪れる方が気軽に利用できる「開かれた里山」づく
りに向けた取組が行われています。
　県では、「開かれた里山」の整備等に取り組む地域の皆様の参考となるよう「取組事例集」
や「安全管理マニュアル」を作成しました。今後は、事例集やマニュアルの周知等を進め、
更に多くの地域で様々な活動が行われるよう、支援していきます。 長野の林業

フルカラー版
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こ
の
４
月
よ
り
中
部
森
林
管
理
局
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関

係
者
の
皆
様
方
に
は
、
国
有
林
の
管
理

経
営
に
特
段
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
賜

り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
か
ら
平
成
、
令
和
へ
と

時
代
が
移
り
変
わ
り
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
を
巡
る
情
勢
は
、
中
部
地
域

に
お
い
て
も
、
温
暖
化
防
止
対
策
や
生

物
多
様
性
の
保
全
な
ど
地
球
環
境
の
保

全
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
技
術
の

進
化
の
波
の
中
で
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。

国
有
林
で
も
、
治
山
事
業
の
実
施
に

よ
る
国
土
強
靭
化
は
も
と
よ
り
、
森
林

の
有
す
る
様
々
な
機
能
を
最
大
限
か
つ

有
効
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
、
新
技
術

長
野
県
内
の
国
有
林
は
、
県
土
面

積
1
3
6
万
ha
の
27
％（
37
万
ha
）を

占
め
て
い
ま
す
。
健
全
な
森
林
の
育

成
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
間

伐
等
の
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

の
活
用
や
民
有
林
と
の
連
携
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、中
部
森
林
管
理
局
の
管
内
は
、

山
岳
、
高
山
地
域
を
多
く
抱
え
る
こ
と

か
ら
、
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
も
、
森

林
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
木
材
以
外
の
森

林
資
源
の
活
用
に
対
す
る
期
待
は
大
き

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
も
踏
ま
え
、
本
年
度
の
取
組

と
し
て
、
国
土
の
保
全
、
生
物
多
様
性

の
保
全
、
森
林
空
間
の
利
用
、
そ
し
て

木
材
の
安
定
供
給
な
ど
国
民
の
森
林
と

し
て
の
管
理
経
営
を
柱
と
し
て
、
引
き

続
き
民
有
林
と
も
一
層
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
度

中
部
森
林
管
理
局
の
取
組
に
つ
い
て

中部森林管理局長

森
もりや

谷 克
かつひこ

彦

令
和
６
年
度
の
取
組
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
層
の
推
進

◇
多
様
な
森
林
へ
の
誘
導

・
林
齢
や
樹
種
の
異
な
る
林
分
が
交
互

に
配
置
さ
れ
た
森
林
や
、
針
葉
樹
と
広

葉
樹
が
混
ざ
り
合
っ
た
森
林
へ
の
誘
導

・
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
地
周
辺
に
お
い
て

人
工
林
の
伐
採
・
再
造
林
に
よ
り
餌
と

な
る
ウ
サ
ギ
や
ネ
ズ
ミ
等
の
増
加
を
促

進
し
、
狩
場
を
創
出

・
世
界
的
に
も
貴
重
な
天
然
ヒ
ノ
キ
等

の
森
林
を
守
り
育
て
る
「
木
曽
悠
久
の

森
」の
設
定
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
「
復
元
」
の
取

組
等
に
つ
い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
等
に
よ
り
広
く
国
民
に
情
報
を
発
信

◇
安
全
・
安
心
へ
の
貢
献

・
国
土
強
靱
化
の
取
組
と
し
て
、
激
甚

化
す
る
災
害
か
ら
の
被
害
を
防
止
・
最

小
化
す
る
た
め
の
流
木
対
策
、
崩
壊
し

た
林
地
の
復
旧
を
実
施

・
大
規
模
な
山
地
災
害
発
生
時
に
は
、

県
や
市
町
村
等
と
の
合
同
調
査
や
応
援

要
請
に
応
じ
森
林
土
木
技
術
者
の
派
遣

等
を
実
施

・
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
の
活
用
に

よ
り
災
害
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
県

や
市
町
村
へ
情
報
を
提
供

設定から10年を迎える
「木曽悠久の森」（木曽署）

「流木捕捉工」による流木対策
（富山署）
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二
、
森
林
・
林
業
施
策
全
体
の

　
　
　
　
　
　
　

推
進
へ
の
貢
献

◇
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け

た
効
率
的
な
施
業
の
推
進

・
伐
採
か
ら
再
造
林
、
保
育
に
至
る
全

体
の
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
に
向
け
、
国

有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
低
コ

ス
ト
化
・
省
力
化
の
実
証

・
具
体
的
に
は
、こ
れ
ま
で
人
力
で
行
っ

て
い
た
造
林
・
伐
採
作
業
に
つ
い
て
機

械
の
活
用
に
よ
る
作
業
効
率
化
、
大
苗

の
導
入
に
よ
る
下
刈
回
数
の
削
減
等
の

取
組
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
林
業
事

業
体
や
行
政
関
係
者
へ
紹
介

◇
木
材
の
安
定
供
給
と
需
要
拡
大

・
国
有
林
野
が
有
す
る
豊
富
で
多
様
な

森
林
資
源
を
活
か
し
、
国
産
材
の
安
定

供
給
と
と
も
に
、
伝
統
的
建
築
物
や
大

型
公
共
建
築
物
な
ど
特
殊
用
途
へ
の

ニ
ー
ズ
に
も
対
応

・
当
局
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
材
「
高
ま
る
こ
う

国ま
る
こ
く

木
曽（
東
濃
）ひ
の
き
」、「
段だ
ん
ど戸

S
A
N
」（
ヒ
ノ
キ
）、「
信
州
プ
レ
ミ

ア
ム
カ
ラ
マ
ツ
」の
需
要
拡
大
に
向
け
、

積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
実
施

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
需
要
に
応

え
る
た
め
、
伐
採
跡
地
で
発
生
す
る
枝

条
や
端
材（
Ｄ
材
）の
販
売
情
報
を
Ｈ
Ｐ

で
公
表
す
る
な
ど
資
源
の
有
効
活
用
に

資
す
る
取
組
を
実
施

  ◇
花
粉
発
生
源
対
策

・
政
府
が
策
定
し
た
花
粉
発
生
源
対
策

に
お
い
て
、
令
和
15
年
度
ま
で
の
10
年

間
で
ス
ギ
人
工
林
を
約
２
割
削
減
す
る

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
局
で
も
着
実

な
伐
採
の
実
行
と
伐
採
指
定
箇
所
の
追

加
を
実
施

・
伐
採
後
は
花
粉
の
少
な
い
苗
木
へ
の

植
替
え
を
推
進

◇
シ
カ
被
害
対
策

・
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
る
捕
獲
の
ほ

か
、
猟
友
会
へ
の
わ
な
の
貸
出
し
な
ど

地
域
ぐ
る
み
の
取
組
を
実
施

・
林
野
庁
職
員
が
開
発
し
た
「
小
林
式

誘
引
捕
獲
法
」（
シ
カ
の
習
性
を
利
用
し

た
、
初
心
者
で
も
捕
獲
効
率
の
高
い
捕

獲
法
）の
積
極
的
な
普
及
や
、
わ
な
見

回
り
の
負
担
を
軽
減
す
る
「
捕
獲
通
知

シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
等
の
取
組
を
実
施

・
防
護
柵
の
設
置
に
よ
る
新
植
地
及
び

希
少
な
高
山
植
物
等
へ
の
シ
カ
被
害
の

防
止

◇
民
有
林
と
の
連
携

・
当
局
が
実
施
す
る
研
修
・
現
地
検
討

会
へ
の
市
町
村
職
員
の
参
加
や
、
森
林

管
理
署
の
事
業
現
場
の
見
学
会
な
ど
、

市
町
村
の
要
望
を
踏
ま
え
た
技
術
支
援

の
実
施

・
林
業
事
業
体
が
複
数
年
に
わ
た
り
樹

木
を
採
取
で
き
る
「
樹
木
採
取
権
」
の

設
定
に
よ
り
、
森
林
管
理
の
担
い
手
育

成
へ
の
貢
献（
今
年
度
は
岐
阜
県
飛
騨

地
域
で
の
区
域
指
定
を
進
め
る
）

三
、「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
経
営

・
森
林
づ
く
り
体
験
等
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
N
P
O
や
企
業
等
が
継

続
的
に
国
有
林
野
を
利
用
で
き
る

「
協
定
締
結
に
よ
る
国
民
参
加
の
森

林
づ
く
り
」
の
推
進

・
特
に
魅
力
的
な
観
光
資
源
と
し
て
選

定
さ
れ
た
「
日
本
美
し
の
森

お
薦

め
国
有
林
」
の
情
報
発
信
や
環
境
整

備
等
を
実
施

・「
国
有
林
お
さ
ん
ぽ
M
A
P
」
等
の

情
報
発
信
に
よ
る
、
国
有
林
を
活
用

し
た
地
域
の
観
光
振
興
へ
の
寄
与

ヒノキのブランド材
「段戸ＳＡＮ」（愛知所）

小林式誘引捕獲法（餌を食べる時に
前足を出すシカの習性を利用）　　

※
令
和
六
年
度
中
部
森
林
管
理

局
の
取
組
の
詳
細
は
、
当
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、コ
ー

ド
を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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令
和
６
年
度  

長
野
県
林
務
部
の
主
要
施
策
の
概
要

～
森
林
づ
く
り
で
未
来
に
つ
な
ぐ

森
の
恵
み
と
ゆ
た
か
な
暮
ら
し
～

持
続
的
な
木
材
供
給
が
可
能
な
森
林
づ
く
り

●
主
伐
・
再
造
林
の
加
速
化
を
図
る
た
め
、
主
伐（
全
木
集
材
）か
ら
再
造
林
ま
で
の

作
業
を
一
貫
で
行
う
た
め
に
必
要
な
架
線
の
設
置
・
撤
去
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
森
林
所
有
者
の
費
用
負
担
が
大
き
い
主
伐
後
の
再
造
林
や
初
期
保
育
作
業
等

に
係
る
経
費
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
の
持

続
的
な
サ
イ
ク
ル
の
推
進
と
と
も
に
、
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
達
成
に
向
け
、

長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
、重
点
的
に
取
り
組
む
施
策
を
三
つ
の
基
本
方
針
に
沿
い
ご
説
明
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

（
税
）信
州
の
森
林
づ
く
り
事
業
補
助
金（
人
工
造
林
・
初
期
保
育
の
嵩
上
げ
）

　
　
　
（
１
億
６
１
５
８
万
円
）

（
譲
）信
州
の
森
林
で
働
く
人
材
確
保
推
進
事
業（
２
７
５
９
万
６
０
０
０
円
）

（
譲
）木
曽
谷
・
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
形
成
整
備
事
業

　
　
　
（
６
７
８
万
３
０
０
０
円
）

（
譲
）ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
普
及
促
進
支
援
事
業　
　
　
　
　
（
１
２
０
０
万
円
）

※
（
税
）森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
（
譲
）森
林
環
境
譲
与
税
活
用

架線活用のイメージ

関係機関の連携による質の高い教育の
提供と知見を活かした産業支援

●
再
造
林
後
の
森
林
の
確
実
な
更
新
を
図
る
た
め
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
食
害
か
ら
植

林
後
の
苗
木
を
守
る
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
木
曽
谷
・
伊
那
谷
地
域
に
集
積
し
て
い
る
人
材
育
成
機
関
及
び
試
験
研
究
機
関
の

連
携（
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
レ
ー
の
形
成
）の
た
め
に
運
営
協
議
会
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
森
林
・
林
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
及
び
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
推
進

に
向
け
た
人
材
育
成
・
創
出
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

●
将
来
に
わ
た
り
林
業
に
従
事
す
る
担
い
手
、
特
に
若
年
層
の
担
い
手
の
確
保
を
促

進
す
る
た
め
、
他
産
業
か
ら
の
転
職
や

移
住
者
に
加
え
、
新
卒
者
も
支
援
対
象

と
し
、
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

●
「
信
州
ウ
ッ
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
県
内
木
材
加
工
事
業
者
等

に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築
と
、
県
産
材

に
関
す
る
情
報
発
信
を
強
化
し
ま
す
。

●
身
近
な
生
活
用
品
等
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
金
属
製
品
か
ら
木
質
製
品
へ
転
換

す
る
「
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
の
取
組
を

促
進
す
る
た
め
、
製
品
開
発
や
販
路
開

拓
を
支
援
し
ま
す
。

県産材を活用した
サウナ

県産材を活用した
ベンチ
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県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
森
林
づ
く
り

●
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
林
道
等
の
路

網
整
備
、
山
地
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
治
山
施

設
等
の
整
備
、
森
林
を
健
全
な
姿
で
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
の
間
伐
等
の
森
林
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止

の
た
め
、
緩
衝
帯
整
備
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
行

森
林
づ
く
り
県
民
税
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

●
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し
て
、
①
森
林
の
若
返
り
促
進
と
安
全
・
安
心
な
里

山
づ
く
り
、
②
森
や
緑
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

③
森
林
・
林
業
活
動
に
取
り
組
む
多
様
な
人
材
・
事
業
体
へ
の
支
援
、
④
市
町
村

と
連
携
し
た
森
林
等
に
関
連
す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
な
ど
を
実
施
す
る
市
町
村
支
援
に
係

る
施
策
や
単
独
の
市
町
村
で
は
進
め
に
く
い
林
業
の
担
い
手
確
保
施
策
な
ど
を

主
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
市
町
村
の
取
組
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
事
業
】
※
一
部
事
業
費
再
掲

（
税
）森
林
づ
く
り
県
民
税
活
用
事
業
（
７
億
６
８
５
８
万
４
０
０
０
円
）

（
譲
）森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業　
　
（
２
億
３
２
２
０
万
３
０
０
０
円
）

【
主
な
事
業
】

公
共
事
業

　
　

林
道　
　
（
８
億
８
９
６
７
万
３
０
０
０
円
）

　
　

治
山
（
３
９
億
６
４
５
０
万
３
０
０
０
円
）

　
　

造
林
（
１
８
億
１
８
６
４
万
６
０
０
０
円
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
し
た
獣
害
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
４
０
万
円
）

研修のイメージ

県
民
が
恩
恵
を
享
受
で
き
る
森
林
づ
く
り

●
森
林
空
間
を
健
康
や
観
光
な
ど
様
々
な
分
野
で
活

用
す
る
「
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
の
創
業
支
援
や

関
連
情
報
の
一
元
的
な
発
信
、
創
業
相
談
体
制
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

●
多
く
の
県
民
や
県
外
か
ら
訪
れ
る
方
が
気
軽
に
活

用
で
き
る
「
開
か
れ
た
里
山
」
の
活
動
の
発
展
の

た
め
の
計
画
作
成
、
研
修
会
の
開
催
や
先
行
事
例

等
の
情
報
発
信
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
よ
る

主
体
的
な
里
山
整
備
と
利
活
用
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

住民による森林整備

センサーカメラに映ったツキノワグマ

里山の間伐

【
主
な
事
業
】

（
税
）開
か
れ
た
里
山
の
整
備
・
利
用
推
進
事
業

　
　
　
（
７
９
４
７
万
２
０
０
０
円
）

（
税
）森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
総
合
対
策
事
業

　
　
　
（
３
９
５
６
万
１
０
０
０
円
）

う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
等
の
行
動
監
視
と
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
効
率
的
な
捕
獲
手
法
の
普
及
な
ど

の
総
合
的
な
対
策
に
加
え
、
ク
マ
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
管
理
の
導
入
支
援
等
に
取
り
組

み
ま
す
。
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
寄
稿
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
長
野
市

鬼
無
里
地
区
在
住
の
木
原
と
申
し
ま

す
。こ

の
コ
ラ
ム
は
毎
回
、
林
業
士
会
の

要
職
に
就
か
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
輩

方
の
ご
活
躍
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
林

業
士
と
は
こ
う
で
あ
る
べ
き
と
感
銘
を

受
け
る
お
話
が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
今
回
は
何
故
か
林
業

経
験
の
浅
い
「
名
ば
か
り
林
業
士
」
の

私
に
お
声
が
け
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、

力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
私
な
り
に
林

業
士
に
つ
い
て
思
う
こ
と
を
自
己
紹
介

も
交
え
な
が
ら
お
話
さ
せ
て
頂
こ
う
と

思
い
ま
す
。

林
業
士
と
は
？

地
域
の
森
林
林
業
現
場
で
主
体
的
に
活
動

す
る
方
を
増
や
し
、
林
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
昭
和
48
年
か
ら
長
野
県
が
認
定
し
て

い
る
も
の
で
、
県
下
各
地
で
「
地
域
林
業
の

中
核
的
人
材
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

私
は
普
段
、
個
人
事
業
主
と
し
て
林

業
に
携
わ
る
数
名
の
仲
間
達
と
共
に
支

障
木
や
危
険
木
の
伐
採
、
緩
衝
帯
整
備

等
の
仕
事
を
し
つ
つ
、
薪
や
精
油
の
生

産
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た

い
こ
と
に
人
間
関
係
に
は
恵
ま
れ
、
私

に
伐
採
技
術
を
指
導
し
て
く
れ
る
だ
け

で
な
く
仕
事
も
く
れ
る
親
方
や
、
伐
採

に
関
す
る
申
請
や
書
類
の
書
き
方
、
補

助
金
の
受
け
方
等
を
指
導
し
て
く
れ
る

方
達
の
お
か
げ
で
、
駆
け
出
し
で
技
術

力
も
営
業
力
も
無
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
は
何
と
か
食
い
繋
い
で
い
け
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
余
裕
の
な
い
状
況
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
林
業
士
の
認
定
証
書
に

書
か
れ
た
「
…
地
域
の
森
林
・
林
業
を

核
と
し
た
山
村
振
興
に
あ
た
る
中
核
的

指
導
者
と
し
て
…
」
と
い
う
一
文
は
常

に
頭
の
隅
に
置
い
て
お
く
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。

私
の
住
む
鬼
無
里
は
中
山
間
地
域
に

よ
く
あ
る
過
疎
と
高
齢
化
で
「
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
」
が
困
難
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ピ
ー
ク
時
に
は
６
千
人

以
上
い
た
地
区
内
人
口
も
今
で
は
１
千

人
ほ
ど
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
、
高
齢
化

率
は
長
野
市
32
地
区
の
中
で
ワ
ー
ス
ト

1（
75
歳
以
上
が
43
％
）と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
令
和
８
年
度
末
を
以

て
鬼
無
里
中
学
校
が
閉
校
と
な
る
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
若
い

子
育
て
世
代
の
流
出
も
起
こ
り
更
な
る

過
疎
・
高
齢
化
で
「
持
続
不
可
能
な
地

域
」
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。認

定
証
書
に
あ
っ
た
一
文
を
考
え
た

と
き
鬼
無
里
に
於
い
て
現
実
的
な
の
は

山
村
振
興
よ
り
も
地
域
貢
献
で
、
鬼
無

里
に
住
み
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
る
方

達（
特
に
ご
高
齢
の
方
達
）の
思
い
に
寄

り
添
い
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い

け
る
環
境
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
の
時
期
は
雪
が
解
け
て
あ
ち
こ
ち

で
畑
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
方
達
を

見
か
け
ま
す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
収

穫
の
喜
び
を
待
ち
わ
び
る
皆
さ
ん
が
口

を
そ
ろ
え
て
言
う
困
り
ご
と
は
「
鳥
獣

被
害
」
で
す
。

今
年
３
月
に
鬼
無
里
の
緩
衝
帯
整
備

の
仕
事
を
長
野
市
か
ら
請
負
い
ま
し

た
。
サ
ル
が
畑
近
く
の
ナ
ラ
や
ク
リ
の

木
に
登
り
電
気
柵
を
飛
び
越
え
て
畑
を

荒
ら
す
そ
う
で
す
。
急
傾
斜
な
う
え
膝

上
ま
で
埋
ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
積
雪

で
か
な
り
苦
労
し
た
の
で
す
が
、
ご
近

所
の
方
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
け
た
と

き
は
い
つ
も
の
仕
事
と
は
ま
た
違
う
充

実
感
が
あ
っ
て
請
け
て
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。

普
段
は
夏
で
あ
れ
ば
草
刈
り
の
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
冬
は
市
の
住
宅
除
雪

支
援
員
と
し
て
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど

地
域
の
課
題
解
決
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
林
業
に
直
接
関
わ
る
仕
事

の
ほ
う
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
っ

木
原

貴
之

50
歳

東
京
で
通
信
関
連
の
仕
事
に
25
年
間

従
事
。

令
和
２
年
１
月
に
長
野
市
鬼
無
里
地

区
へ
移
住
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
活
動
、
在
任
期
間
中
に
長
野
県

林
業
士
の
認
定
を
受
け
る
。

現
在
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
任

し
た
林
業
仲
間
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
傍
ら
、
林
業
士
の
目
線
で
鬼
無
里

地
区
の
課
題
解
決
の
一
助
と
な
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

林業士
こ
の
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
で
は
︑

林
業
士
の
活
動
状
況
な
ど

を
ﾘ
ﾚ
ｰ
形
式
で
お
届
け

し
て
い
き
ま
す

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

林業士
こ
の
ｺ
ｰ
ﾅ
ｰ
で
は
︑

林
業
士
の
活
動
状
況
な
ど

を
ﾘ
ﾚ
ｰ
形
式
で
お
届
け

し
て
い
き
ま
す

特殊伐採の様子

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
う
い
っ

た
仕
事
を
通
じ
て
の
地
域
貢
献
と
頭
の

片
隅
に
置
い
て
あ
る
山
村
振
興
に
励
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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「
開
か
れ
た
里
山
」の
整
備
・
利
用
に
向
け
て

︻
信
州
の
木
活
用
課
︼

事
例
集
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
こ
ち
ら
↓

︵
長
野
県
Ｈ
Ｐ
︶

県
で
は
、
里
山
の
整
備
や
利
用
の
促

進
を
通
じ
て
、そ
の
保
全
を
図
る
た
め
、

地
域
住
民
等
の
皆
様
が
自
発
的
な
活
動

を
行
う
里
山
を
、
長
野
県
ふ
る
さ
と
の

森
林
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
「
里
山
整

備
利
用
地
域
」
に
認
定
し
て
お
り
、
そ

の
数
は
令
和
６
年
４
月
現
在
で
１
１
４

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
多
く
の
県
民

や
県
外
か
ら
長
野
県
を
訪
れ
る
方
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
里
山（
開
か
れ
た
里

山
）を
更
に
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
、

第
４
期
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用
し

て
「
開
か
れ
た
里
山
」
の
整
備
等
に
取

り
組
む
地
域
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
里
山
整

備
利
用
地
域
の
活
動
主
体
で
あ
る
協
議

会
が
、
開
か
れ
た
里
山
の
整
備
・
利
用

計
画
書
を
作
成
し
、
地
域
振
興
局
長
の

承
認
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
令
和
６
年

４
月
現
在
で
承
認
を
受
け
た
地
域
は
16

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
下
記「
マ
ッ

プ
」
参
照
）

承
認
を
受
け
た
地
域
の
多
く
で
は
、

既
に
「
開
か
れ
た
里
山
」
づ
く
り
に
向

け
た
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
地
域
住

民
に
よ
る
里
山
の
整
備
や
認
知
度
向
上

に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
長
野
県
森
林
づ
く
り
指
針
で

は
、
県
民
が
広
く
親
し
め
る
里
山
の
数

を
令
和
９
年
度
に
50
か
所
と
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
県
で
は
「
開

か
れ
た
里
山
」
づ
く
り
に
取
り
組
む
地

域
を
更
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
今
後
「
開

か
れ
た
里
山
」
づ
く
り
に
取
り
組
む
地

域
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
県
内
の
先

行
的
な
事
例（
下
記
「
主
な
事
例
」
参

照
）を
ま
と
め
た
「
取
組
事
例
集
」
や

里
山
を
訪
れ
る
方
が
安
全
に
利
用
す
る

た
め
に
必
要
な
留
意
事
項
等
を
ま
と
め

た
「
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
事
例
集
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

活
用
し
取
組
の
周
知
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
「
開
か
れ
た

里
山
」
が
県
内
各
地
域
で
形
成
さ
れ
る

よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

里山フットパスの整備と幅広い活用

地域ぐるみでの「開かれた里山」拠点づくり

「一茶の散歩道」周辺の整備と利用の取組

（上牧里山づくり：伊那市上牧地区）

（ふたえ里山整備協議会：大町市美麻二重地区）

（湯田中地区里山整備利用推進協議会：山ノ内町湯田中地区）

「取組事例集」に掲載した主な事例

「開かれた里山」マップ

・伊那市上牧の竜東線沿いに広がる段丘林を
　「上牧里山自然パーク」として整備を行う
　とともに、パーク内にフットパス(遊歩道)
　を設置
・フットパスは森林環境学習や地域住民等を
　対象としたウォーキング、自然観察会など
　のイベントに活用している。

・江戸時代の俳人小林一茶ゆかりの遊歩道を
　「一茶の散歩道」と名付け、危険木の除去
　などの里山整備を実施
 ・「一茶の散歩道」を活用したウォーキング
　イベント等を実施し、里山を活かした観光
　地の魅力向上を図っている。

・「開かれた里山」の拠点を形成するため、
　地域の里山を住民等の憩いの場としても活
　用可能な森林公園として整備
・整備した里山において、里山体験やワーク
　ショップ等のイベントを定期的に開催する
　ことで、里山と人とのつながりを深めるな
　ど、県民等が広く親しめる里山づくりを実
　践している。

大町市/美麻二重

池田町/大峰高原

長野市/七二会２

松本市/島内山田

山ノ内町/湯田中

青木村/村松西

上田市/鈴子

阿智村/西上町

伊那市/手良中坪

上田市/飯沼

御代田町/面替

伊那市/上牧

喬木村/加々須

喬木村/伊久間

阿智村/中山

阿智村/戸沢
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当
連
合
会
は
、
県
下
15
の
木
材
協
同
組
合
を
会
員
と
し
て
昭
和
33
年
に
改
組
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

時
の
流
れ
の
中
で
解
散
し
た
関
連
団
体
事
業
者
の
受
け
皿
と
な
り
、
流
通
部
会
、

素
材
生
産
部
会
、
住
宅
部
会
、
土
木
用
材
部
会
を
設
置
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
現

在
当
連
合
会
は
、
木
を
伐
る
と
こ
ろ
か
ら
住
宅
を
建
て
る
と
こ
ろ
ま
で
の
、
幅
広
い

事
業
者
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
間
、「
長
野
県
木
材
青
壮
年
団
体
連
合
会
」
と
は
協
力
連
携
の
関
係

に
あ
り
ま
し
た
が
、
連
合
会
組
織
と
し
て
組
合
員
で
あ
る
事
業
者
の
後
継
者
の
育
成

に
は
携
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
改
め
、
組
合
員
の
要
請
に
従
い
、
昨
年
定

款
の
改
正
と
規
約
の
設
定
を
行
い
、
本
年
3
月
1
日
に
会
員
46
名
で
青
壮
年
部
会
を

創
設
し
ま
し
た
。

青
壮
年
部
会
は
、
当
連

合
会
の
定
款
の
定
め
に
従

い
「
会
員
及
び
組
合
員
の

自
主
的
な
経
済
活
動
を
推

進
し
、
そ
の
社
会
的
地
位

の
向
上
を
図
る
。」
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
次
代
を

担
う
会
員
及
び
組
合
員
で

あ
る
事
業
者
の
後
継
者
及

び
従
業
員
で
構
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。

今
後
は
、
次
代
の
事
業

体
経
営
を
担
う
人
材
の
育

成
に
必
要
な
学
び
・
交
流

に
関
す
る
取
組
を
、
会
員

の
主
体
的
な
参
加
に
よ
り

実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

︻
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
︼

「セ―ザイゲーム」をとおして素材生産から
木造住宅建てるまでを一気通貫で学ぶ会員

長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
﹁
青
壮
年
部
会
﹂
の
創
設

■
林
務
部

林
務
部
次
長　
　
　
　
　
　

百
瀬

秀
樹

■
森
林
政
策
課

企
画
幹　
　
　
　
　
　
　
　

田
中

優
哉

主
任
専
門
指
導
員　
　
　
　

百
瀬

直
孝

■
森
林
づ
く
り
推
進
課

鳥
獣
対
策
担
当
課
長　
　
　

塚
平

賢
治

企
画
幹
兼
課
長
補
佐　
　
　

羽
賀

淳
一

企
画
幹
兼
保
安
林
係
長　
　

井
出

政
次

■
佐
久
地
域
振
興
局

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

西
沢　
　

彰

■
上
田
地
域
振
興
局

企
画
幹
兼
林
務
係
長　
　
　

戸
上　
　

学

■
諏
訪
地
域
振
興
局

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

小
島
奈
美
子

企
画
幹
兼
治
山
林
道
係
長

青
木
竜
一
郎

■
上
伊
那
地
域
振
興
局

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

逸
見

玲
子

■
南
信
州
地
域
振
興
局

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

木
次　
　

勲

企
画
幹
兼
普
及
係
長　
　
　

保
科　
　

健

■
松
本
地
域
振
興
局

林
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

丸
山

基
久

企
画
幹
兼
普
及
係
長　
　
　

植
木

信
吉

■
北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局

企
画
幹
兼
林
務
係
長　
　
　

三
村

徳
義

■
北
信
地
域
振
興
局

企
画
幹
兼
林
務
係
長　
　
　

神
谷

一
成

■
林
業
大
学
校

校
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宿

恵
司

■
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

木
材
部
長　
　
　
　
　
　
　

毛
受　
　

誠

■
長
野
県
林
業
公
社

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　

宮
下

博
文

森
林
整
備
課
長　
　
　
　
　

太
田　
　

明

中
部
森
林
管
理
局

人
事
異
動

令
和
６
年
４
月
１
日
付

長
野
県
林
務
部（
課
長
級
以
上
）

人
事
異
動

令
和
６
年
４
月
１
日
付

局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
谷

克
彦

次
長（
名
古
屋
事
務
所
長
）
井
口

真
輝

■
総
務
企
画
部

総
務
課
長　
　
　
　
　
　
　

北
村　
　

大

企
画
調
整
課
長　
　
　
　
　

遠
藤　
　

歩

専
門
官（
契
約
適
正
化
・
債
権
管
理
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
田

和
浩

監
査
官　
　
　
　
　
　
　
　

羽
生
田
久
男

監
査
官　
　
　
　
　
　
　
　

遠
山

京
一

■
計
画
保
全
部

保
全
課
長　
　
　
　
　
　
　

屋
敷

昌
司

治
山
課
長　
　
　
　
　
　
　

立
澤

和
実

流
域
管
理
指
導
官　
　
　
　

松
川

淳
平

林
地
保
全
企
画
官　
　
　
　

大
崎

幸
生

■
森
林
整
備
部

森
林
整
備
部
長　
　
　
　
　

村
上

拓
也

森
林
整
備
課
長　
　
　
　
　

永
瀬

庄
栄

監
査
官　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

諭

企
画
官（
花
粉
発
生
源
対
策
）
可
知

光
輝

企
画
官（
間
伐
推
進
）　　
　

下
平

明
博

企
画
官（
長
期
安
定
供
給
）
古
畑

輝
雄

企
画
官（
自
然
再
生
）　　
　

中
村　
　

享

野
生
鳥
獣
管
理
指
導
官　
　

降
旗
真
紀
子

■
北
信
森
林
管
理
署

署
長

林　
　

満

■
東
信
森
林
管
理
署

署
長

佐
野

周
二

■
南
信
森
林
管
理
署

署
長

滝　
　

勝
也

■
木
曽
森
林
管
理
署

次
長

古
瀬

美
樹

■
富
山
森
林
管
理
署

次
長

小
枝

幸
博

■
飛
騨
森
林
管
理
署

署
長

木
島

伸
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長

久
保

喬
之

■
岐
阜
森
林
管
理
署

次
長

藤
井

勝

■
東
濃
森
林
管
理
署

署
長

見
市

貴
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
長

今
村

正
之

■
愛
知
森
林
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長

池
戸

健
志

■
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長

都
竹

昌
和

■
名
古
屋
事
務
所

副
所
長

松
田　
　

恵
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長
野
県
林
業
職
員
協
会
は
、
市
町
村
や

森
林
組
合
の
林
業
に
携
わ
る
職
員
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
研
修
の
場
を
設
け
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
３
月
26
日
、
長
野
県
林
業
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
長
野
県
林
業
職
員
協
会
令

和
５
年
度
通
常
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
森
林
組
合
連
合
会

村
松
敏
伸

専
務
理
事
に
よ
る
来
賓
挨
拶
に
続
き
、
雨
宮

会
長
を
議
長
に
議
事
が
行
わ
れ
、
第
１
号
議

案
令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書

の
承
認
か
ら
第
４
号
議
案
の
役
員
改
選
ま
で

審
議
の
上
、
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
法
で
の
位
置
づ
け
が
緩
和
さ

れ
、
８
月
に
は
勉
強
会
と
し
て
、
三
重
県

の
「
熊
野
林
星
会
」
が
開
発
を
し
た
製
材
会

社
の
経
営
を
模
擬
的
に
体
験
で
き
る
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
「
セ
ー
ザ
イ
ゲ
ー
ム
」
で
製
材
の
世

界
に
つ
い
て
学
び
、
９
月
に
開
催
し
た
県
大

会
で
は
、
長
野
市
飯
綱
高
原
を
会
場
に
林
業

技
術
競
技
会
と
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
基
本
問
題
研
究
会

で
は
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
11
月
に
行

わ
れ
た
「
森
林
・
林
業
・
環
境
機
械
展
示
実

演
会
」
を
役
員
13
名
で
視
察
す
る
な
ど
、
会

員
の
研
鑽
や
親
睦
に
資
す
る
各
種
行
事
が
制

限
な
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
信
州
上
小

森
林
組
合
の
山
下
貴
之
新
会
長
の
下
、
新
役

員
11
名
体
制
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
54
回
長
野
県
協
同
組
合
連
絡
会
通
常

総
会
が
４
月
８
日
に
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
（
長

野
市
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
長
野
県
生
活
者
協
同
組
合
連

合
会
・
太
田
栄
一
会
長
理
事
（
連
絡
会
会
長
）

か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た
後
、第
１
号
議
案「
令

和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承

認
に
つ
い
て
」
に
始
ま
り
、
第
５
号
議
案
ま

で
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
の

う
え
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
10
月
に
「
協
同
組
合

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
長
野
市
善
光
寺
表
参

道
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア
で
開
催
さ
れ
、

前
年
を
上
回
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

長
野
県
が
進
め
る
健
康
づ
く
り
県
民
運
動

「
長
野
県
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て「
信
州
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

が
継
続
し
て
行
わ
れ
た
ほ
か
、
協
同
組
合
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
会

や
、
大
規
模
災
害
時
の
被
災
者
支
援
に
つ
い

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
会
員

間
で
の
連
携
活
動
が
活
発
な
一
年
で
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
長
野
県
生
活
者
協
同

組
合
連
合
会
の
中
谷
隆
秀
事
務
局
長
か
ら
能

登
半
島
被
災
地
支
援
報
告
が
な
さ
れ
、
日
本

協
同
組
合
連
携
機
構
の
前
田
健
喜
Ｃ
Ｉ
・
国

際
・
研
究
チ
ー
ム
部
長
か
ら
「
協
同
組
合
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ
の

提
言
お
よ
び
Ｉ
Ｙ
Ｃ
２
０
２
５
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
６
日(

土)

は
国
際
協
同
組
合
デ
ー

長野県協同組合連絡会

第 54回通常総会

長野県林業職員協会
通常総会

長野県林業職員協会
通常総会
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２
０
２
４
年
４
月
22
日
か
ら
23
日
に
か

け
て
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議
室
を

会
場
に
、
令
和
６
年
度
森
林
組
合
初
任
者
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
会
で
は
、
組
合
職
員
と
し
て
働

く
う
え
で
必
要
な
知
識
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
場

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
林

業
界
に
勤
め
る
方
を
考
慮
し
、
森
林
・
林
業

の
基
礎
知
識
か
ら
、
日
本
国
内
の
状
況
、
長

野
県
内
の
状
況
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
構
成
で
、
主
伐
・
再
造
林
が
な
ぜ
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
や
、
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を

は
じ
め
新
た
な
森
林
・
林
業
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
地
域
の
中

核
的
な
林
業
の
担
い
手
と
し
て
、
森
林
組
合

に
期
待
が
寄
せ
ら
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

つ
づ
い
て
、「
森
林
組
合
の
事
業
と
会
計

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
森
林

組
合
の
事
業
」
で
は
、
森
林
組
合
制
度
の
成

り
立
ち
や
組
織
構
成
、県
内
の
状
況
の
ほ
か
、

多
岐
に
わ
た
る
森
林
組
合
の
事
業
の
種
類
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
組
合
特

有
の
受
託
事
業
に
つ
い
て
森
林
整
備
事
業
に

お
け
る
特
例
な
ど
も
絡
め
て
解
説
し
、
組
合

員
の
た
め
に
あ
る
事
業
組
織
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
す
る
内
容
で
し
た
。「
森
林
組

合
の
会
計
」
で
は
、
簿
記
・
会
計
の
目
的
や

財
務
諸
表
を
構
成
す
る
「
資
産
・
負
債
・
純

資
産
（
資
本
）・
費
用
・
収
益
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
性
質
や
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
中
で

の
資
金
の
動
き
方
、
日
々
行
わ
れ
る
取
引
の

仕
訳
に
つ
い
て
解
説
が
行
わ
れ
、
最
後
に
簡

単
な
仕
訳
を
行
う
問
題
を
演
習
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
午
前
中
に
（
一
財
）
長
野

経
済
研
究
所
の
中
島
直
子
主
任
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
講
師
に
迎
え
、「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
基
礎
知
識
」
に
つ
い
て
、
挨
拶
の
仕
方
か

ら
、
電
話
応
対
や
名
刺
交
換
、
訪
問
先
で
の

振
る
舞
い
な
ど
参
加
者
同
士
で
の
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
を
交
え
学
び
ま
し
た
。

午
後
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
「
林

業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に

３
つ
の
班
に
分
か
れ
て
議
論
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
映
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
で
も
っ
と
多
く
の
人
に
発
信
す
る
こ
と
の

必
要
性
や
、
林
業
従
事
者
の
経
済
的
な
地
位

向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
最
後
に
「
森
林
組
合
職
員
と
し
て

求
め
ら
れ
る
も
の
」
に
つ
い
て
研
修
し
、
全

日
程
を
終
え
ま
し
た
。

課
題
は
山
積
す
る
一
方
、
森
林
環
境
税

の
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
注
目
も
集
め
つ

つ
あ
る
林
業
界
で
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
地

域
林
業
を
担
う
、
森
林
組
合
職
員
に
成
長
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は
８

つ
の
森
林
組
合
と
県
森
連
か
ら
15
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

初
日
は
長
野
県
林
務
部
信
州
の
木
活
用

課
担
い
手
係
の
日
詰
究
担
当
係
長
よ
り
「
長

野
県
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
」
に

▲新卒者だけでなく他業種から就職された方も多く、様々な目
線から林業について考える良い機会となった。
森林組合間での交流も今後期待する声もあった。

森林組合初任者研修会
地域の森林・林業を担うプロを目指して！
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栄村森林組合

北信州森林組合

長野森林組合

信州上小森林組合

佐久森林組合

南佐久北部森林組合

南佐久中部森林組合

南佐久南部森林組合諏訪森林組合

上伊那森林組合

飯伊森林組合

北アルプス森林組合

松本広域森林組合

木曽森林組合

木曽南部森林組合

南木曽町森林組合

和合森林組合根羽村森林組合

林産物の加工・販売を行う

森林経営に関する指導や情報提供を行う

林産物の生産や販売を行う

必要な物資やサービスを提供する

森林の整備や経営、病中獣害から保護を行う

指導事業

販売事業

加工事業

森林整備事業

組合員の

組合員総数は全県で
82,272 名

長野県には
18の森林組合

森林組合にお任せください！
森林組合では組合員のみなさまに次のような事業を行っています。

※一部組合では取り扱いが
無い事業もあります。
詳しくはお近くの森林組合
にお問い合わせください。

各森林組合の事業エリアや
連絡先については、
右のQRコードから
ご覧ください

※令和４年度
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県森連HPでは市売情報を写真付きで随時更新しております！

最新の市況表もご覧いただけますので、納材や入札の検討にご活用ください！

「長野の林業」のバックナンバーもこちらから♪

※北信、中信、伊那木材センターの市況表より作成

\2,000

\7,000

\12,000

\17,000

\22,000

R5・4 R5・6 R5・8 R5・10 R5・12 R6・2 R6・4

カラマツ用途別素材立米単価（円/㎥）
A製材用素材 B合板用素材 C・Dパルプ・チップ用

\2,000

\7,000

\12,000

\17,000

R5・4 R5・6 R5・8 R5・10 R5・12 R6・2 R6・4

スギ用途別素材立米単価（円/㎥）
A製材用素材 B合板用素材 C・Dパルプ・チップ用

\2,000

\7,000

\12,000

\17,000

\22,000

R5・4 R5・6 R5・8 R5・10 R5・12 R6・2 R6・4

ヒノキ用途別素材立米単価（円/㎥）
A製材用素材 C・Dパルプ・チップ用

\2,000

\7,000

\12,000

\17,000

R5・4 R5・6 R5・8 R5・10 R5・12 R6・2 R6・4

アカマツ用途別素材立米単価（円/㎥）
A製材用素材 B合板用素材 C・Dパルプ・チップ用

【当連合会は合法木材に取り組んでおります】
合法木材供給事業者の認定を取得したうえで、出荷時には合法的に伐採された木材であることのコメントと合法木材認定

番号及び伐採地と伐採箇所が記載された納品書及び伐採届の提出をお願いします。
※安全のため、木材センターでの荷下ろし・積込みの際には車止めの使用とヘルメットの着用を
よろしくお願いします。

春季優良材市
4 月 9 日～ 10 日に北信、中信、伊那の各木材センター
で春季優良材市が開催されました。
長野県内各地から広葉樹の良材を中心に多数出品され、
活発な応札があり、高値がつく盛況な市売となりました。
多くの優良材のご出品、並びに高値でのお買い上げいた
だき、誠にありがとうございました。

▲ケヤキ 2.0 ｍ× 110 ㎝（北信） ▲ツガ 4.8 ｍ× 60 ㎝（中信） ▲ケンポナシ 4.0 ｍ× 56 ㎝（伊那）

長野県森連

長野県の木材市況




